
















































































計の基礎を固め，統計的推定・検定などの推測統計の基礎および SPSS や EXCEL 等を用
いたデータ分析スキルを身につけることを授業目標としている. 遠隔授業の実施形式は，各
受講生が都合のよい時間に動画を視聴できる，いわゆるオンデマンド形式で行ったが，時間
割の上では週に 2 コマ（1 コマ 100 分を続けて 2 コマ）が割り当てられており，この時間
［研究ノート］コロナ禍における統計教育 (5) 
の開始に合わせて Google Drive で共有する動画の URL と課題を LMS（Blackboard）上で
公開した. LMS を通じて受講生に各種の案内を行い，質問や学生間の交流の機会の確保等
は LMS の掲示板や大学のメールを利用した. コロナ禍において大学に入校できないことで，
受講生が SPSS を利用できなくなることが懸念されたが，学外から VPN 接続を用いて利用
できる対応がとられた. 当該科目で扱った主な内容は，社会における統計（第 1 週），記述
統計と推測統計の概要（第 2 週），1 変数データの要約（第 3 週），2 変数データの要約（第
4 週），推定（第 5 週），検定の考え方（第 6 週），平均値の差の検定（第 7 週）である. 第
2 週には，CSI で過去に作成した「SPSS 統計解析（Basic コース）」という SPSS の基本操
作を解説するオンデマンド教材を案内した．GAISE レポート（GAISE，2005）でも推奨さ
れているように，リアルデータを用いることを重視し，当該科目では，e-Stat や RESAS の
利用および東京大学の SSJDA から JGSS-2010 という社会調査データの提供を受けるなど
して，リアルデータを分析の演習等に利用した（JGSS2010）. 各週必ず課題（単一選択回
答形式の問題）を課し，授業動画公開日から 4 日間程度の提出期間を設け，特に 3 週目以







考にした数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムを紹介する.   









この AI 戦略 2019 の提言等を踏まえ，分野を問わず，全ての大学・高専生（約 50 万人卒/
年）を対象にしたリテラシーレベルの教育の基本的考え方，学修目標・スキルセット，教育
方法をまとめた「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」







(6) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 7 号 
があるカリキュラムになっている. ここでは“基礎”にあたるデータリテラシーをとりあげ
ることにし， 図表 1 にモデルカリキュラムとデータリテラシー＜スキルセット＞を示す.   







 「統計学 1」の受講生 63 名に対し，第 1 週目の授業の直前に，初回の授業時において，
まず事前アンケート（pre）に回答することを求める案内を LMS を通じて行った. また，事
















異なっていたという記述が 2 件あった．ほとんどの動画ではナレーション原稿を用意し， 
PowerPoint の画面録画機能を利用して PC で作成した動画を受講生に視聴してもらった
（図表 3）.  EXCEL や SPSS の演習も同様の方法で動画にし，可能な限り授業動画の質を
高めるよう努めた. 
 
   





5:あてはまる）.  ここでは，この 8 項目全てに回答した 51 名に対し，この質問で得た変数を
量的変数とみなして対応のある t 検定および推定の結果を図表 5 に，回答分布を図表 6 に示
した．どの項目も概ね受講後に良くなっている. 事後アンケートの方の回答分布を見ると，
“あてはまる”の回答者の割合にはまだ伸び代が十分ある. 今回は 4 月に発表されたカリキ
ュラムのデータリテラシーに関する学修目標をほとんどそのままの形式で質問文に変えて試
行的に用いたので，“あてはまる”と自信を持って回答し難い質問であったかもしれないこと










































図表 6：Q1～Q8 の pre-post の回答分布（N=51） 
 
アンケートでは，学習形態に関して良かった点と改善が必要だと思う点も自由記述の回
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Statistical Education in Corona Disaster: 






With the global spread of COVID-19, university education in the year 2020 
became centered on distance learning. Although face-to-face lectures are important, on-
demand learning has great advantages in the acquisition of data analysis skills, in that 
learners can watch and check the lectures repeatedly at their own pace. The class size 
of a basic statistics class in a faculty of humanities and social sciences is often large, 
and the learners' basic skills in mathematics and computer skills vary widely. On the 
other hand, in learning to develop statistical thinking skills, it is important to provide 
opportunities for communication using evidence such as statistics. However, it becomes 
difficult to provide such opportunities in an on-demand format. In this paper, we 
introduce the case of on-demand distance learning of statistics at Rikkyo University in 
2020. 
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